
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

百舌鳥古墳群周辺地区

令和8年3月

大阪府堺市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 607ha

交付期間 0.45

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

304

百舌鳥古墳群周辺地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

なし

なし

平成28年度～令和2年度 令和7年度事後評価実施時期

大阪府 市町村名 堺市

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後の対応方針等

―

交付期間
の変更

なし

新たに追加し
た事業

なし

地域創造支援事業：大仙公園駐車場誘導看板

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

- -

-

-

平成28年度～令和2年度

 ５）実施過程の評価

その他の
数値指標３

―都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

―

―

モニタリング ―

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

―

都市再生整備計画に記載し、実施できた

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
フォローアップ

予定時期
数　　値目標値

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

従前値

指　標

指標２

指標４

平成32年度

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の
影響により、目標達成は困難であった。
新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、
目標達成は困難であった。また、ガイド体制の変更に
より、現在は単純な比較が困難である。

△

540

指標３

堺観光ボランティアガイドの
件数（仁徳天皇陵古墳拝所
前）

人/年

指標1

33,008

439 平成25年度

平成26年度 40,600

1年以内の
達成見込み

274

令和9年6月

令和9年6月

16,258

実施内容 実施状況

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

JR百舌鳥駅の乗降客数
（定期利用外）

千人/年 平成32年度

目標
達成度

△

 １）事業の実施状況

-

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

道路：（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設アクセス道路、地域生活基盤施設 広場：古墳視点場、地域生活基盤施設 情報板：百舌鳥古墳群周辺サイン等整備、高次都市施設 地域交流センター：（仮称）百舌鳥古墳群
ガイダンス施設

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

-

数　　値

-

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期



様式２－２　地区の概要

単位：千人/年 439 H25 540 R02 274 R02

単位：人/年 33,008 H26 40,600 R02 16,258 R02

単位： H H H

単位： H H H

単位： H H H

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・来訪者の増加が持続的なものとなるよう、現地で古墳を楽しめる新たな環境整備を計画的に行う。
・鉄道による来訪者が周遊しやすい環境を整備することにより、鉄道利用による来訪を促進する。また、あわせて他の交通手段も含めた来訪者が増加するような取組や情報発信を積極的に行う。
・整備したサインの適切な維持管理を行う。また、百舌鳥古墳群の周遊を促すハード面以外のソフト面の周遊環境も整える。
・百舌鳥古墳群ビジターセンターの施設整備後もより多くの方に来館いただくため、展示の工夫やイベントを開催する。また、周辺施設との周遊を促すための情報発信を行う。

まちの課題の変化

・世界文化遺産登録に伴う来訪者の増加を持続的なものにするため、来訪者の満足を高める「おもてなし」の環境を継続的に維持、向上させていく必要がある。
・百舌鳥古墳群のほぼ中央に位置し、仁徳天皇陵古墳の最寄り駅でもある百舌鳥駅を利用する来訪者の増加だけでなく、他の交通手段も含め来訪者全体を増加させる必要がある。
・広範囲に点在する古墳群を、効率的かつ楽しみながら周遊できる環境について、ハード面に加えソフト面でも環境を整える必要がある。
・来訪者に古墳群を分かりやすく紹介し、周遊の起点となる施設として、百舌鳥古墳群ビジターセンターを令和3年3月に整備済みである。今後より一層の来館者増加の取組が必要である。

百舌鳥古墳群周辺地区（大阪府堺市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

堺観光ボランティアガイドの件数
（仁徳天皇陵古墳拝所前）

JR百舌鳥駅の乗降客数（定期利用外）

大目標：百舌鳥古墳群周辺地区に存在する歴史文化資源を活用して、まちの賑わい創出と都市活力の向上を図る。
目標1：百舌鳥古墳群を安全、快適に移動できる環境を整えることで、周遊魅力を高めるとともに、古墳群を身近に感
じ、その価値を体感できる周遊拠点を整備することで来訪魅力を高める。

目標値 評価値

■基幹事業

古墳視点場

■基幹事業

百舌鳥古墳群周辺サイン等整

備

■基幹事業

（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施

設

■基幹事業

（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設アクセス道路

□提案事業

大仙公園駐車場誘導看板

百舌鳥古墳群周辺地区

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例



（１）成果の評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（完成状況）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）により計測される効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）今後のまちづくり方策の作成
　　添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

　　添付様式５－②　まちの課題の変化

　　添付様式５－③　今後のまちづくり方策

　　添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

　　添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

　　添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方

　　添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

（５）事後評価原案の公表
　　添付様式７　　事後評価原案の公表

（６）評価委員会の審議
　　添付様式８　　評価委員会の審議

（７）有識者からの意見聴取
　　添付様式９　　有識者からの意見聴取

都市再生整備計画　事後評価シート
（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

●

Ｂ．目標を定量化する指標

Ｃ．目標値

変更理由

（１） 成果の評価

変更

Ａ．まちづくりの目標

Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　　　）

変更後変更前



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

道路 477 54
（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施
設の事業計画の見直しに伴い、事
業が中止となったため。

●

公園

河川

下水道

駐車場有効利
用システム

地域生活基盤
施設

77 60
整備工事を市単独事業に位置付け
たため。

●

地域生活基盤
施設

29 32 ●

高質空間形成
施設

高次都市施設 2,700 156
（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施
設の事業計画の見直しに伴い、事
業が中止となったため。

●

既存建造物活
用事業

都市再生交通
拠点整備事業

土地区画整理
事業（都市再
生）

住宅市街地
総合整備事業

なし

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

なし

最終変更計画

約490㎡

基幹事業

事業
事業内容

なし

なし-

約354㎡

-
（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設
アクセス道路

事後評価時の完成状況
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

-

当初計画

事業箇所名

百舌鳥古墳群周遊サイン等整備 -

事業内容

延床約4000㎡

古墳視点場 約354㎡

（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

地区再開発事
業

バリアフリー環
境整備事業

優良建築物等
整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

街なみ環境整
備事業

住宅地区改良
事業等

都心共同住宅
供給事業

公営住宅等整
備

都市再生住宅
等整備

防災街区整備
事業

事後評価時の完成状況

事業内容

基幹事業

事業
事業箇所名

当初計画

事業内容

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

最終変更計画

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと



事業費 事業費 完成 完成見込み

- 3 ●

当初計画
最終変更

計画
当初計画

- 29 -

事後評価時の完成状況

-

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）事業内容

事業費
備考進捗状況及び所見

平成28年～平成29年

最終変更計画

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

事業期間

提案事業

細項目

事業箇所名

-

（参考）関連事業

古墳視点場整備工事

事業
細項目

事業

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

当初計画

事業内容

-

まちづくり
活動推進事業

地域創造
支援事業

車両誘導看板

事業活用調査

最終変更計画



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

あり なし

確定 ●
見込み

確定 ●
見込み

確定
見込み

確定
見込み

確定
見込み

指　標

指標１

指標２

指標３

指標４

指標５

目標値
1年以内の

達成見込みの
有無目標達成度※２

事後評価

モニタリング

数値（エ）

モニタリング
●

△事後評価 事後評価

事後評価

●

モニタリング

モニタリング モニタリング

モニタリング

△事後評価16,258

モニタリング

事後評価

R3年度11,471、R4年度32,893、R5年度30,292と推移している。R4年度に仁徳天皇陵古墳拝所前のボラ
ンティア配置数が3名から2名に変更となったことにより、現在の数値は目標設定時と比較困難になって
いる。

事後評価

モニタリング

モニタリング

その他特記事項
（指標計測上の問題点、課題等）

事後評価

指　標

堺観光ボランティアガイド件数は、H26年度33,008、H27年度49,875、H28年度41,252、H29年度48,636、H30年
度46,972、R1年度96,786、R2年度16,258と推移した。R1年度には96,786と目標値を大きく上回ったが、R2年度
に新型コロナウイルス感染症の影響で大きく減少し、結果的に目標値も下回った。

指標１
JR百舌鳥駅の乗降客数
（定期利用外）

目標達成度○△×の理由
（達成見込み「あり」とした場合、その理由も含む）

JR百舌鳥駅の乗降客数（定期外）は、H26年度435、H27年度436、H28年度429、H29年度423、H30年度422、
R1年度448、R2年度274と推移した。R1年度は微増の448となったが、R2年度に新型コロナウイルス感染症の
影響で大きく減少した。

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前の値 従前値

千人/年
堺市統計書に記載のJR資料の
当該駅の乗降客数（定期利用
外）

モニタリング
- 439 H25 540 R2

274
-

- - 33,008
事後評価

H26 40,600 R2

事後評価

R3年度296、R4年度350、R5年度369と回復傾向にあるが、従前値にも届いていない状況である。新型
コロナウイルス感染症の影響により、鉄道輸送の利用動向自体に変動があり、指標についての検討が
必要である。

指標３

指標２
堺観光ボランティアガイド
の件数（仁徳天皇陵古墳
拝所前）

人/年

NPO法人堺観光ボランティア協
会が仁徳天皇陵拝所前で1年間
に実施したガイドの数。（指標設
定時3名体制→現在2名体制）

指標５

指標４

※１ 計画以前の値 とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。
※２ 目標達成度の記入方法

○ ：評価値が目標値を上回った場合
△ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合
× ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合



添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ）

単位
基準
年度

基準
年度

モニタリング

確定
見込み

モニタリング

確定
見込み

モニタリング

確定
見込み

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

数値（ウ） 本指標を取り上げる理由
その他特記事項

（指標計測上の問題点、課題
等）

指　標

（参考）※１

計画以前の値 従前値データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

その他の
数値指標１

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

事後評価

事後評価

事後評価



（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

― ―

― ―

―

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

構築状況 今後の対応方針等

― ―――

実施状況

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

―



（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

―

名称等 検討メンバー

指標の種別

指　標　名

事業名・箇所名

実施時期 担当部署

総合所見

世界遺産課令和7年12月～令和8年2月

指標○指標○

世界遺産課

総合所見総合所見

指標○ 指標○

総合所見

今後の活用

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確
        なので、評価できない。

関連事業

基幹事業

提案事業



添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

種別
目標

未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

△ ―
△ △
― ―
△ △

― △

指標○

堺観光ボランティアガイドの件数
（仁徳天皇陵古墳拝所前）

総合所見

指標○指標2

総合所見

令和元年度には
96,786件となり目
標値40,600件を
達成している。し
かし、新型コロナ
ウイルス感染症
の影響により、
発生以降来訪者
が減少したた
め、令和2年度評
価値では達成で
きなかった。その
後ボランティア配
置数が3名から2
名に変更となっ
たことにより、現
在の数値は目標
設定時と比較困
難になっている。

Ⅲ

改善の方針
（記入は必須）

鉄道輸送の利用動向を踏まえ
た評価値の修正をした上で、鉄
道利用の来訪者増加に取り組
み、目標達成をめざす。
また、他の交通手段も含めた来
訪者が増加するような取組や
情報発信を積極的に行う。

ボランティア配置体制の変更を
踏まえた評価値の修正をした上
で、仁徳天皇陵古墳拝所前へ
の来訪者増加に取り組み、再
度計測の上、目標を達成する。

総合所見総合所見

※目標未達成への影響度
××：事業が効果を発揮せず、
　　　　指標の目標未達成の直接的な原因となった。
   ×：事業が効果を発揮せず、
      　指標の目標未達成の間接的な原因となった。
   △：数値目標が達成できなかった中でも、
       ある程度の効果をあげたと思われる。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが
        明確なので、評価できない。

※要因の分類
　分類Ⅰ：内的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅱ：外的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅲ：外的な要因で、予見が不可能な要因。
　分類Ⅳ：内的な要因で、予見が不可能な要因。

新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により、発生
以降乗降客数が
大幅に減少し、
現状も回帰でき
てない状況であ
る。鉄道輸送の
利用動向自体に
変動があったた
め、指標につい
て再検討が必要
である。

Ⅲ

関連事業

指標1

JR百舌鳥駅の乗降客数
（定期利用外）

指　標　名

大仙公園駐車場誘導看板

事業名・箇所名

指標の種別

提案事業

基幹事業
百舌鳥古墳群周辺サイン等整備

古墳視点場
（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設
（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設アクセス道路



（４） 今後のまちづくり方策の作成

添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

添付様式５－②　まちの課題の変化

これを受けて、改善策にかかる今後のまちづくり方策を
添付様式5-③B欄に記入します。

周遊の起点となる施設整備

百舌鳥駅近傍に周辺案内、資源解説を掲載する総合
的な案内サインを設置した。

百舌鳥古墳群周辺地区の周遊路に、来訪者に分かり
やすく、地区内の歴史文化資源について必要な情報を
得ることができサインを体系的で統一感ある形で整備し
たことにより、安心して周遊できる環境を整えた。

事業前の課題
都市再生整備計画に記載

したまちの課題

来訪者おもてなし環境の整備

百舌鳥古墳群の中で2番目に大きい履中天皇陵古墳の
北側に、そのスケールの大きな景観を楽しむことができ
る視点場を整備することで、巨大古墳を体感し、楽しみ
ながら周遊できる環境を整えた。

古墳群の価値と魅力を体感し、学べる施設として、（仮
称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設を整備した。（百舌鳥
古墳群ビジターセンター）

―

―

―

事業によって発生した
新たな課題

これを受けて、成果の持続にかかる今後のまちづくり方
策を添付様式5-③A欄に記入します。

実施時期

令和7年12月～令和8年2月

検討メンバー

世界遺産課

達成されたこと（課題の改善状況）

名称等

―

残された未解決の課題

新型コロナウイルス感染症の影響により、鉄道輸送の利用動
向自体に変動があり、指標についての検討が必要である。ま
た、鉄道利用にとどまらず、他の交通手段も含めた来訪の促
進が必要である。

百舌鳥駅を核とした鉄道利用
による来訪促進

古墳群の周遊環境

担当部署

世界遺産課



添付様式５－③　今後のまちづくり方策

■様式５－③の記入にあたっては、下記の事項を再確認して、これらの検討結果を踏まえて記載して下さい。（チェック欄）
✓ 交付金を活用するきっかけとなったまちづくりの課題（都市再生整備計画）を再確認した。
✓ 事業の実施過程の評価（添付様式３）を再確認した。
✓ 数値目標を達成した指標にかかる効果の持続・活用（添付様式４－②）を再確認した。
✓ 数値目標を達成できなかった指標にかかる改善の方針（添付様式４－③）を再確認した。
✓ 残された課題や新たな課題（添付様式５－②）を再確認した。

添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

A欄
効果を持続させるため

に行う方策

効果を持続させるための基本的な考え方

古墳群の周遊環境

来訪者の増加が持続的なものとなるよう、現地で古墳を楽しめる新たな
環境整備を計画的に行う。

B欄
改　善　策

改善する事項

百舌鳥古墳群ビジターセンターの施設整備後もより多くの方に来館いた
だくため、展示の工夫やイベントを開催する。また、周辺施設との周遊を
促すための情報発信を行う。

鉄道による来訪者が周遊しやすい環境を整備することにより、鉄道利用による来訪を促進する。JR百舌鳥駅定期外利用の指標は、H25
（目標設定時）～R1（コロナ発生前）の平均値433と最新のR5の369を比較すると約15％減少している状況である。堺市の各駅の定期外
利用の低下がコロナ前と比較して8％程度となっていることを踏まえ、コロナ前の平均値433×0.92≒398の達成をめざす。
また、あわせて他の交通手段も含めた来訪者が増加するよう、百舌鳥古墳群ビジターセンターへの来訪者を増加させる取り組みや、周
遊を促すウォーキングマップの配布、世界遺産周遊アプリの運用と周知等に取り組む。

想定される事業

百舌鳥古墳群総合解説板事業
百舌鳥古墳群ウォーキングマップ配布、世界遺産周遊アプリの運用と周知
百舌鳥古墳群ビジターセンター展示一部リニューアル、百舌鳥古墳群ビジターセンター内イベント開催、施設周
遊情報発信

百舌鳥古墳群ビジターセンター展示一部リニューアル、百舌
鳥古墳群ビジターセンター内イベント開催、施設周遊情報発
信

百舌鳥古墳群ウォーキングマップ配布、世界遺産周遊アプ
リの運用と周知

世界遺産石碑事業、寺山南山古墳整備事業

想定される事業改善策の基本的な考え方

周遊の起点となる施設整備

なるべく具体的に記入して下さい。フォローアップ又は次期計画等
において実施する改善策

を記入します。

・未達成の目標を達成するた
めの改善策
・未解決の課題を解消するた
めの改善策
・新たに発生した課題に対す
る改善策

百舌鳥駅を核とした鉄道利用による来訪促
進

効果の持続を図る事項

来訪者おもてなし環境の整備

整備したサインの適切な維持管理を行う。また、百舌鳥古墳群の周遊を
促すマップの配布や世界遺産周遊アプリのダウンロード促進により、ハー
ド面以外のソフト面の周遊環境も整える。



添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

単位 年度 予定時期 計測方法 その他特記事項

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み

指標2の目標値変更に伴い、来訪
者増加の指標として新たに追加す
る。コロナ後R4年度の値を初期値と
し、その約123％の205,500とする。

205,500 R9.6

堺観光ボランティア
ガイドの件数（仁徳
天皇陵古墳拝所前）

16,258

R9.6

年度

540

112,100 施設運営委託業者からの報告書

今後のまちづくり方策の改
善策に記載のとおり、目標
値を398に修正する

ボランティアガイド体制の変
更を踏まえ、27,066を目標
ととする。

H

百舌鳥・古市古墳群世界遺産協議会モ
ニタリング報告書

H

H

今後のまちづくり方策の改善策に
記載した、同館の入館者数を指標と
する。コロナ後R4年度の値を初期
値とし、112,100とする。

△

△

評価値
目標

達成度

・フォローアップの要否に関わらず、添付様式２－①、２－②に記載した全ての指標について記入して下さい。
・従前値、目標値、評価値、達成度、１年以内の達成見込みは添付様式２－①、２－②から転記して下さい。

従前値

274

H

指標４

指標２ 人/年

H

R9.6

フォローアップ計画

ボランティアガイドを実施している堺ボ
ランティア協会の仁徳天皇陵古墳ガイ
ド客数（定点ガイド）の記録

R9.6

1年以内の
達成見込みの

有無

91,102 R4
その他の

数値指標１

百舌鳥古墳群ビジ
ターセンター入館者
数

その他の
数値指標３

指標５ H

その他の
数値指標２

仁徳天皇陵古墳来
訪者数 166,993 R4

H

目標値

指標３

40,600 R02

439 H25

33,008 H26

R02

指　標

指標１
JR百舌鳥駅の乗降
客数
（定期利用外）

千人/年
令和8年度版堺市統計書におけるR7年
度の百舌鳥駅（定期外）の乗降客数

・評価値が「見込み」の全ての指標、目標達成度が△又は×の指標、１年以
内の達成見込み「あり」の指標について、確定値を求めるためのフォローアッ
プ計画を記入して下さい。



添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方
・下表の点について、特筆すべき事項を記入します。

要因分析 次期計画や他地区への活かし方

うまくいった点

うまく
いかなかった点

うまくいった点

うまく
いかなかった点

うまくいった点

うまく
いかなかった点

うまくいった点

うまく
いかなかった点

うまくいった点

うまく
いかなかった点

添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

―

項目

数値目標
・成果の達成

数値目標と
目標・事業との

整合性等

住民参加
・情報公開

ＰＤＣＡによる事業
・評価の進め方

その他



（５） 事後評価原案の公表

添付様式7　事後評価原案の公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見の受付方法 担当部署

インターネット
市のホームページに事後評価
原案を掲載

令和8年2月16日～3月2日 令和8年2月16日～3月2日

広報掲載・回覧・個別配布

説明会・ワークショップ

その他
担当者窓口で事後評価原案
を閲覧

令和8年2月16日～3月2日 令和8年2月16日～3月2日

住民の意見

担当部署への提出、郵
送、FAX、電子メール

世界遺産課

なし



（６） 評価委員会の審議

添付様式８　評価委員会の審議

実施時期 担当部署 委員会の設置根拠 委員会の母体組織

学識経験の
ある委員

その他
の委員

方法書

成果の評価

実施過程の評価

効果発現要因の整理

事後評価原案の公表の妥当
性

その他

事後評価の手続きは妥当に
進められたか、委員会の確認

今後のまちづくり方策の作成

フォローアップ

その他

今後のまちづくり方策は妥当
か、委員会の確認

※１　審議事項の詳細は「まちづくり交付金評価委員会チェックシート」を参考にしてください。

―

―
―

委員構成

―

― ― ―

―

その他 ―

審議事項※１ 委員会の意見

事後評価手
続き等にか
かる審議

―

―

―

―

―

―

―

今後のまち
づくりについ
て審議

―

―



（７） 有識者からの意見聴取
添付様式９　有識者からの意見聴取

実施時期 担当部署

― ―

― ―

有識者の意見

・この様式は、効果発現要因の整理（添付様式５）、今後のまちづくり方策の検討（添付様式６）、評価委員会の審議（添付様式９）以外の機会に、市町村が任意に
有識者の意見聴取を行った場合に記入して下さい。

意見聴取した有識者名・所属等

―

―

―



都市再生整備計画

大阪府
お お さ か ふ

　堺市
さ か い し

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。

百舌鳥
も ず

古墳
こ ふ ん

群
ぐ ん

周辺
し ゅ う へ ん

地区



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 607 ha

平成 28 年度　～ 令和 2 年度 平成 28 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

千人/年 平成25年度 平成32年度

人/年 平成26年度 平成32年度

都道府県名 大阪府
おおさかふ

堺市
さかいし

百舌鳥
も ず

古墳
こ ふ ん

群
ぐ ん

周辺
し ゅ う へ ん

地区
ち く

計画期間 交付期間 2

堺観光ボランティアガイドの件数
（仁徳天皇陵古墳拝所前）

1年間における堺観光ボランティア協会による、仁徳天皇陵
古墳拝所前でのガイド数

33,008 40,600

大目標：百舌鳥古墳群周辺地区に存在する歴史文化資源を活用して、まちの賑わい創出と都市活力の向上を図る。
目標１：百舌鳥古墳群を安全、快適に移動できる環境を整えることで、周遊魅力を高めるとともに、古墳群を身近に感じ、その価値を体感できる周遊拠点を整備することで来訪魅力を高める。

・百舌鳥古墳群は本市のほぼ中央にあり、東西・南北約4キロメートルの範囲に広がる古墳群で、古墳時代には100基を超える古墳が造られた。都市化の進展などによって、その多くが失われたものの、現在も4世紀後半から6世紀前
半に造られた44基の古墳が残っている。その中には、世界最大級の墳墓である仁徳天皇陵古墳をはじめとする巨大前方後円墳などが含まれており、東方約10キロメートルにある古市古墳群（羽曳野市、藤井寺市）とともに日本を代
表する古墳群である。
・本市では、百舌鳥古墳群を保護・活用するため、平成17年度から百舌鳥古墳群の世界文化遺産登録の検討に着手し、平成18年度には堺市歴史文化都市有識者会議を設置した。平成19年度には、同会議の意見に基づき、百舌鳥
古墳群と歴史的に関連性の深い古市古墳群との一体的な登録をめざすこととし、大阪府・羽曳野市・藤井寺市と共同で文化庁に世界遺産暫定一覧表への記載を提案した。その結果、平成20年に、文化審議会世界文化遺産特別委
員会において記載が適当との評価を受け、平成22年11月に国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）の世界遺産暫定一覧表に記載された。平成23年には、大阪府、羽曳野市、藤井寺市と、百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推
進本部会議を設置し、推進体制を整備し、平成31年の世界文化遺産登録をめざして取組を進めている。(※令和元年７月世界遺産に登録）
・仁徳天皇陵古墳と履中天皇陵古墳の周囲一帯は、大仙公園が都市計画決定され、本市のシンボルパークとして整備が進められるとともに、園内には堺市博物館や日本庭園などが設けられた。公園内には古墳が点在し、さらに周
辺の住宅街にも古墳が残され、緑地としての良好な景観をなしており、平成18年度には大仙公園が「日本の歴史公園100選」に、平成19年度には百舌鳥古墳群が「美しい日本の歴史風土100選」に選ばれている。
・本地区は、堺市マスタープラン（平成23年策定）において、本市の貴重な資源の整備を進めるとともに、個性あふれるイベントの開催等により、来訪魅力を高める環境整備を推進する「歴史文化・観光エリア」として、また、地域の生活
に密着した緑や水辺を守り、市民の潤いや憩いの場として保全する「クールスポット」として位置付けられている。また、堺市歴史的風致維持向上計画（平成25年策定）においては、本地区は重点地区に設定されている。

・世界文化遺産登録に伴う来訪者の増加を持続的なものにするため、来訪者の満足を高める「おもてなし」の環境を整えることが必要。
・百舌鳥古墳群のほぼ中央に位置し、仁徳天皇陵古墳の最寄り駅でもある百舌鳥駅を核として、鉄道利用による来訪を促進することが必要。
・広範囲に点在する古墳群を、効率的かつ楽しみながら周遊できる環境を整えることが必要。
・なじみの薄い来訪者にも古墳群を分かりやすく紹介し、周遊の起点となる施設を整備することが必要。

・平成23年3月、堺市の今後10年間のまちづくりの基本戦略となる「堺市マスタープラン」を策定し、新しいまちを創るための3つの挑戦の1つとして、「歴史文化のまち堺・魅力創造への挑戦！」を掲げ、その中で、新しいまちの姿のイ
メージを「市民が『誇り』を感じ、全国・世界の人々が『憧れ』を抱くまち」としている。
・世界文化遺産登録をめざす百舌鳥古墳群をはじめとする豊かな歴史・文化資源を活かし、良好な都市景観の創出や文化・観光の振興を図ることにより、都市の魅力を向上させるとともに、積極的な内外への情報発信や、来訪者を
迎え入れる「おもてなし」の環境づくりを進める。
・歴史と文化を活かしたまちづくりを進める一環として、百舌鳥古墳群の世界文化遺産登録に向けた取組を進めるとともに、古墳群の適切な保存管理や周辺の景観形成、来訪者の増加等に備えた環境の整備を行う。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

ＪＲ百舌鳥駅の乗降客数
（定期利用外）

1年間におけるＪＲ百舌鳥駅の乗降客数のうち、定期利用を
除いた数

百舌鳥駅のアクセス性が改善され、百舌鳥古墳群への来訪者数
が増加することにより交流人口の拡大につながる。

439 540

安全・快適に移動できる環境を整えるとともに、ボランティアガイド
のわかりやすい解説により、百舌鳥古墳群の周遊魅力が高まる。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【歴史的資源を活用した魅力の向上】
古墳群の周遊性の向上及び古墳群の価値を体感できる交流拠点等の整備
・百舌鳥古墳群を楽しみながら周遊できるよう、周遊ルートに沿って、国内外からの来訪者に分かりやすい案内
サインや誘導看板・古墳の解説板を整備するとともに、安全で快適な周遊環境を確保するため、古墳群の中心
的なエリアに位置する大仙公園への車両での来訪を適切に誘導し、駐車場付近での車両の滞留を抑制するた
めの整備を行う。また、古墳の雄大さを体感できる場所（視点場）の整備を行う。
・世界遺産「百舌鳥古墳群」を将来にわたって確実に承継していくため、既存施設を有効に活用し、価値や魅力
を発信していくガイダンス施設の整備を行う。

・百舌鳥古墳群周辺サイン等整備事業【基幹事業】
・（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設整備事業【基幹事業】
・（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設アクセス道路整備事業【基幹
事業】
・古墳視点場整備事業【基幹事業】
・大仙公園駐車場誘導看板【提案事業】

○本計画は、本市を代表する歴史文化資源である百舌鳥古墳群を活用したまちづくりを進める一環として取り組むものである。百舌鳥古墳群を活用したまちづくりに関しては、本計
画で掲げる取組以外にも、古墳群の保存管理や古墳群を囲む区域において古墳と調和した景観形成などにも取り組むこととしている。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 堺市 直 H28 H29 H28 H29 53.9 53.9 53.9 53.9
古都保存・緑地保全等事業
河川
下水道
駐車場有効利用システム
地域生活基盤施設 広場 堺市 直 約354㎡ H28 H29 H28 H29 59.5 59.5 59.5 59.5
地域生活基盤施設 情報板 堺市 直 - H29 R1 H29 R1 31.6 31.6 31.6 31.6
高質空間形成施設

地域交流センター 堺市 直 約490㎡ Ｈ28 R2 Ｈ28 R2 156.0 156.0 156.0 156.0
観光交流センター
まちおこしセンター
子育て世代活動支援センター
複合交通センター

既存建造物活用事業
土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
バリアフリー環境整備事業
優良建築物等整備事業
住宅市街地総合整備 事業
街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業

合計 301 301 301 301
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

堺市 直 - H30 R1 H30 R1 3.0 3.0 3.0 3.0

合計 3 3 3 3
合計(A+B) 304

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
堺市 ― ― H28 H29 29

合計 29

0.45

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模 （参考）事業期間

交付対象事業費 304 交付限度額 137 国費率

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設アクセス道路 0

（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設 0

古墳視点場 0
百舌鳥古墳群周辺サイン等整備 0

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
車両誘導看板 大仙公園駐車場誘導看板

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 （いずれかに○） 事業期間 全体事業費

高次都市施
設

地域創造支
援事業

事業活用調
査

古墳視点場整備工事 ―

まちづくり活
動推進事業


